
論文が出版されました

空間反転対称性が破れた金属は、

電流と磁場を特定方向に印加した場合、
抵抗がダイオード素子のように電流符号

に依存することが知られています（非相

反伝導）。
通常、非相反伝導成分は磁気抵抗に比べ

非常に微小なため、観測は困難です。

本研究では、面内に極性を持った層状

ディラック電子系BaMnX2 (X=Sb, Bi) [図

(a, b)]の単結晶を、集束イオンビームを
用いて微細デバイス化[図(c)]することで、

非相反伝導の観測に成功しました。

更に第一原理計算との比較により、非相
反伝導がスピン偏極したディラック電子

フェルミ面の配置に大きく依存すること

を明らかにしました。

近藤助教、須藤研究員が共著の論文が

Physical Review Researchから出版され

ました。
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